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１．概要（Summary）

当社は AFM/SPM 向けのカンチレバーを取り扱ってい

る一般企業である。日頃より AFM 主要機種による測定

（法）の問い合わせが多数ある。そこで前年に引き続き、

AFM 装置の理解を深め、Bruker 社機器に備わっている

Scan Asyst 機能と当社取扱商品を組み合わせた測定の

手順を確認、測定結果を比較する目的で本測定を実施し

た。

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】

走査型プローブ顕微鏡群

【実験方法】

前 回 同 様 大 気 中 環 境 下 で Tapping Mode と

PeakForce TappingMode にて形状測定を実施した。

試料は、AFM 用グレーティングサンプルとし、プローブは

BudegtSensors Tap300-G(300 kHz, 40 N/m)及び、

貴施設よりご提供頂いた ScanAsyst Air(70 kHz, 0.4
N/m)を使用した。

Fig. 1 Left: AFM probe Tap300-G (BudgetSensors)
Right： Silicon grating sample(NanoSensors)

３．結果と考察（Results and Discussion）

はじめに汎用カンチレバーである BudgetSensors 製

Tap300-G で Tapping モードと、ScanAsyst モードによ

る測定を行った。ScanAｓyst には Bruker 社のオリジナ

ルカンチレバーの使用が推奨されているが、いずれの測

定モードも Tap300-G で測定を行うことができた（Fig. 2、

Fig. 3）。Bruker 推奨カンチレバーを使用する場合には、

事前にＡＦＭシステムに登録されたプローブの一覧の中

から、利用するものを選択するだけで、自動的にパラメー

タ設定ができる点が AFM 初心者に分かりやすい。最後に、

Brukeｒ社 ScanAsyst Air による測定を行った。Tap300-
G と ScanAsyst Air では同様の測定結果が得られた。

な お 、 ScanAsyst モ ー ド に お い て は

PeakforceAmplitude 設定が 50-150 までのレンジで固

定されているため、柔らかいサンプルでは、サンプルに対

するタッピングフォースの大きさに注意が必要となることが

分かった。

Fig. 2              Fig. 3
(Fig. 2, Fig. 3 Tap300-G-ScanAsyst_ 40 m×40 m）
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